
令和７年度の重点推進事項

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例創出
②「 県域アカウント」の普及

①「徳島ICT活用モデル」 ②「 県域アカウント」
徳島県の教育ＤＸによる学び・指導の変革、１人１台端末の日常的・効果的な活用の推進のた
めに策定。ＩＣＴが授業に影響を与える段階を、Ｓ・Ａ・Ｍ・Ｒで示している。

徳島県内の公立学校に、共通ドメインによる県域を統一したグーグルアカウント
を教職員及び児童生徒に発行。校種や市町村の別による影響が小さく、効果的な
学習指導や業務効率化、学習履歴や教育データの効果的活用にも有効である。

https://gigaschool.tokushima-ec.ed.jp/

M段階の事例創出のポイント
①ＩＣＴを活用した児童生徒の主体的な学び
となっている。(学習者である子供自身が
学習を主体的に調整できる授業づくり)

②デジタル学習基盤により、従来のマンパ
ワーではできなかった学びが実現している。
収集･創造･判断･発信･表現･伝達･処理等の
場面×すぐに･いつでも･どこでも･個に応
じて･大量に･誰とでも･何度でも等

Ｍ段階の実践に取り組む際の留意点
①授業の目的は、各教科等の目標達成である。
（ＩＣＴは学習効果を高める手段）
②一斉授業や知識伝達型を否定するものでは
ない。（多様な学習形態を組み合わせて）

③１時間の授業の中で、少しずつＭ段階の取
組を。(単線型と複線型を混在させて)

④「児童生徒の主体的な学び＝教師の放任」
ではない。（より個に応じた指導となるた
め、これまで以上の丁寧な見取りや支援等、
教師の授業力が求められている。）

標準化と自由化
標準化⇒県域アカウントで利用可能な

ツールを活用した授業づくり･
校務ＤＸなど

※県内全ての児童生徒・教職員が
共通して、一定のスキルやノウ
ハウを身に付けていく。

県域アカウントのメリット（一例）
①教師のメリット
校種や市町村の枠を越え、各ツール
の実践事例やノウハウの共有が可能。

②児童生徒のメリット
転校や進学の際、自分の学習データ
等を持ち越すことが可能。

③将来的な教育データの利活用
ダッシュボード機能を実装するには
データの一元化(統一ツール)が必要。

①グーグルクラスルーム
学習管理ツール。クラス作成、課題
作成、フィードバック等が行える。

②グーグルスプレッドシート
表計算ツール。複数人での同時編集
が可能。

③グーグルスライド
プレゼンテーション資料作成ツール。
複数人での同時編集が可能。

④グーグルチャット
個人宛からグループ間まで、手軽に
コミュニケーションがとれるツール。

⑤グーグルドライブ
オンラインストレージ。ほかのユー
ザーの閲覧や編集を許可できる。

～持続可能な漸進を～
デジタル学習基盤を前提とした新たな
時代にふさわしい学びの実現に向け、
できることから取り組んでください。

（ＳＡＭＲ）
セ イ マ ー

徳島県GIGAスクール構想推進本部 × 徳島ICT活用モデル推進チーム

サイドバーのＧＩＧＡ推進本部「徳島ＩＣＴ活用モデル」

県域アカウントで利用可能な全国的に
よく使われているアプリケーション

※使い方や活用例はこちら（参考サイト）
★徳島県GIGAスクールサポートサイト
★Google for Education

※※再確認！！※※
ICT活用は授業の目的ではなく手段ですが、情報活
用能力は学習の基盤となる資質･能力に位置付けら
れているので、全ての学年において、意図的･計画
的に教科横断的な視点で育成する必要があります。

https://gigaschool.tokushima-ec.ed.jp/
https://gigaportal.tokushima-ec.ed.jp/
https://giga.withgoogle.com/
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